
平成２３年度平成２３年度

志教育実践事例集志教育実践事例集

平成２４年２月

宮城県北部教育事務所



目 次
はじめに
発刊にあたって 北部教育事務所長 鈴 木 洋 １

Ⅰ 志教育全体計画について
（１）志教育全体計画作成のポイント ２
（２）志教育全体計画の例

① 大崎市立西大崎小学校 ３
② 美里町立不動堂小学校 ５
③ 大崎市立川渡小学校 ７
④ 大崎市立鳴子中学校 ８
⑤ 大崎市立鹿島台中学校 ９

Ⅱ 志教育年間指導計画について
（１）志教育年間指導計画作成のポイント １０
（２）志教育年間指導計画の例

① 大崎市立長岡小学校 １１
② 大崎市立古川中学校 １３

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
（１）教科にかかわる実践事例

① 加美町立宮崎小学校 １６
② 大崎市立志田小学校 １７
③ 大崎市立古川第五小学校 １８
④ 大崎市立富永小学校 １９

（２）領域にかかわる実践事例
① 大崎市立長岡小学校 ２０
② 美里町立青生小学校 ２１
③ 大崎市立鬼首小学校 ２３
④ 涌谷町立箟岳小学校 ２４

（３）その他の教育活動にかかわる実践事例
① 加美町立旭小学校 ２５
② 大崎市立高倉小学校 ２７
③ 加美町立賀美石小学校 ２８

（４）校内研修にかかわる実践事例
① 色麻町立色麻小学校 ２９

（５）志教育の取組にかかわる実践事例
① 涌谷町立涌谷第一小学校 ３０

（６）学校だよりの参考事例
① 大崎市立西大崎小学校 ３２
② 美里町立中埣小学校 ３４

（７）学校要覧の参考事例
① 涌谷町立涌谷第一小学校 ３６
② 大崎市立松山小学校 ３７

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
（１）教科にかかわる実践事例

① 大崎市立三本木中学校 ３８
（２）領域にかかわる実践事例

① 涌谷町立箟岳中学校 ３９
② 大崎市立松山中学校 ４０
③ 美里町立小牛田中学校 ４１
④ 加美町立小野田中学校 ４２
⑤ 涌谷町立涌谷中学校 ４３

（３）教科・領域にかかわる実践事例
① 大崎市立古川北中学校 ４４

（４）学校だよりの参考事例
① 色麻町立色麻中学校 ４７

（５）学校要覧の参考事例
① 大崎市立古川北中学校 ４８
② 美里町立南郷中学校 ４９

Ⅴ 志教育実践モデルについて
（１）北部教育事務所作成の実践モデル

① 小学校 第２学年 生活科「できるようになったことをおしえあおう」 ５０
② 小学校 第４学年 総合的な学習の時間「１／２成人式をしよう」 ５１
③ 小学校 第４学年 音楽科「いろいろな音色を感じ取ろう」 ５２
④ 中学校 全 学 年 生徒会活動「学区内クリーンアップ作戦」 ５３

（２）志教育の視点からの学習活動の評価例
① 児童生徒の自己評価に志教育の視点からの項目を盛り込む例 ５４
② 教師側の志教育の視点からの振り返り例 ５５

☆＜参考資料＞「志教育実践事例」 ５６



- 1 -

発刊にあたって

北部教育事務所長 鈴 木 洋

平成２２年３月，学校・家庭・地域の強い絆のもとで，高い志をもった，心

身ともに健やかな子どもたちを育てるとともに，人々が生涯にわたり多様に学

び交流する中で，潤いのある文化を守り育むような地域社会を築くことを目指

し，『宮城県教育振興基本計画』が策定されました。

この『宮城県教育振興基本計画』における重点的取組の１番目に掲げられた

ものが，小・中・高等学校を通じた『志教育』の推進であります。

『志教育』とは，「小・中・高等学校の全時期を通じて，人や社会とかかわる

中で社会性や勤労観を養い，集団や社会の中で果たすべき自己の役割を考えさ

せながら，将来の社会人としてのよりよい生き方を主体的に求めさせていく教

育」であります。つまり，良き社会人を育てる教育であります。

宮城県教育委員会では，『志教育』の推進に向け，平成２２年度は，県内全小

中学校で志教育全体計画を作成し，平成２３年度は，志教育年間指導計画を作

成し，各学校の創意工夫を生かしながら実践化を図るというスケジュールを立

てました。

大崎地区の７３校の小中学校においては，そのスケジュールを踏まえ，『志教

育』のねらいを学校教育目標の改正に生かす試みや，「かかわる」「もとめる」「は

たす」の３つの視点と教育活動との関連を探り指導計画に位置付けるなどの作

業を進めていただきました。

『志教育』の取組が具体の姿になりはじめた，この時期に，各学校における

優れた取組を広く紹介し，今後の参考にしていただくよう編集したのが，本冊

子『志教育実践事例集』であります。

この実践事例集は，「全体計画」，「年間指導計画」，「実践事例」，「実践モデル」

の４つの柱で構成したほか，各学校における計画や実践をできる限り掲載しま

したので，Ａ３判の『志教育実践事例集（ダイジェスト版）』と併せて，各学校

でぜひご活用いただきたいと思います。

平成２４年は，震災復興元年であります。また，宮城県の教育界にとりまし

ては，『志教育』実践元年であります。『志教育』は中・長期的取組であります

ので，今後も工夫改善を加えながら実践を積み上げていく必要があります。

『志教育』の中で育った子どもたちが，夢や志をもってしっかりと歩み，何

年か後に日本の未来を担う立派な人材として活躍することを心から願っており

ます。



Ⅰ 志教育全体計画について

（１） 志教育全体計画作成のポイント

（２） 志教育全体計画の例
① 大崎市立西大崎小学校
② 美里町立不動堂小学校

③ 大崎市立川渡小学校
④ 大崎市立鳴子中学校
⑤ 大崎市立鹿島台中学校

大崎市立古川第五小学校
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Ⅰ（１）志教育全体計画作成のポイント

◎ 平成２４年度に向けて

○ 今後，志教育の目標や重点指導事項のさらなる自校化に向けて検討していくことが

求められる。

○ 年間指導計画との整合性を見直していくことも必要である。

児童生徒の実態 保護者や

教師の願い 地域の願い

【ポイント】各校の志教育の目標に基づき，具体的な指導事項を示す。この部分が

「年間指導計画」の内容に反映されることになる。

【ポイント】各教科・領域等の志教育の観点を示す。志教育担当教諭のコーディネ

ートや全教職員の話し合いによる調整が必要。

家庭との連携
地域・企業

との協働

学校教育目標

志教育の目標
各校の学校教育目標の具現化の

観点から，自校の志教育の目標

を設定します。

重 点 指 導 事 項

人と

「かかわる」
●○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

よりよい生き方を

「もとめる」
●○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

社会での役割を

「はたす」
●○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

各教育活動における取組の観点

総合的な学習の時間

●○○○○

○○○○

道 徳

●○○○○

○○○○

各教科

●○○○○

○○○○

特別活動

●○○○○

○○○○

その他

●○○○○

○○○○

外国語活動（小のみ）

●○○○○

○○○○

Ⅰ 志教育全体計画について
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Ⅰ（２）志教育全体計画の例①

大崎市立西大崎小学校

Ⅰ 志教育全体計画について



- 4 -

◎ 全体計画の特徴

・ 全体計画の構想図の前に「基本的な考え方」や「育みたい力」「３つの視点」「志教育

担当教諭の役割」を明記し，自校化が図られている。

・ 「構想図」の「学年部ごとの指導目標」にキーワードを設定し，実践イメージの共有

が図られている。

Ⅰ 志教育全体計画について
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Ⅰ（２）志教育全体計画の例②

美里町立不動堂小学校

Ⅰ 志教育全体計画について
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◎ 全体計画の特徴

・ 「学年部指導目標」として「かかわる」「もとめる」「はたす」の視点とキャリア教育

の視点を関連させて項立てをしている。視点ごとに「身につけさせたい諸能力」と学年

部ごとの目指す児童の姿を一覧にまとめ，系統性・発展性を明確に示している。

Ⅰ 志教育全体計画について
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Ⅰ（２）志教育全体計画の例③

◎ 全体計画の特徴

・ 「志教育の目標」を「かかわる」「もとめる」「はたす」の３つの視点から設定し，そ

れを受けて「視点別重点」と学年部ごとの目指す児童像を示している。

・ 「各教育活動における取組の観点」に横断的な部分を設定している。

大崎市立川渡小学校

Ⅰ 志教育全体計画について
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Ⅰ（２）志教育全体計画の例④

◎ 全体計画の特徴

・ 「教育目標の具現化」「生きる力の具現化」の項目を設定し，「志教育の目標」と「教

育目標」「生きる力の育成」との関連を明確にしている。

・ 全体計画が構造的で教育活動相互の関連が明確である。また，「指導重点事項」に学

年ごとの目指す生徒の姿が示され，実践イメージの共有が図られている。

大崎市立鳴子中学校

Ⅰ 志教育全体計画について
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Ⅰ（２）志教育全体計画の例⑤

◎ 全体計画の特徴

・ 「各教育活動における取組の観点」は，「かかわる」「もとめる」「はたす」という志

教育の３つの視点から内容を整理し，教育活動ごとの目指す生徒像を明確にしている。

・ 学校教育目標に基づく「目指す生徒像」との関連も図られている。

大崎市立鹿島台中学校

Ⅰ 志教育全体計画について



Ⅱ 志教育年間指導計画について

（１） 志教育年間指導計画作成のポイント

（２） 志教育年間指導計画の例
① 大崎市立長岡小学校

② 大崎市立古川中学校

涌谷町立箟岳中学校
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Ⅱ（１） 志教育年間指導計画作成のポイント

【作成のポイント】

・ 自校の志教育の目標の具現に向けて，指導の系統性や発展性を確認するためには，一

つ一つの教育活動の成果を確認するとともに，年間計指導画全体のバランスを全教職員

で確認することが必要である。志教育担当教諭には，事前に収集した情報に基づく資料

の作成や話し合いの進行等，コーディネーターとしての役割が求められる。

【 作成の手順の例 】

１ 自校の志教育の目標及び重点指導事項を確認する。

(1)自校の志教育の全体計画に示されている志教育の重点指導事項のうち１つを選ぶ。

(2)選んだ重点指導事項のポイントを記述する。

(3)志教育の重点指導事項のポイントにかかわる教育活動を教科・領域等の年間指導計

画等から探す。

２ 志教育の視点から教育活動を構想する。

(1)特定の学年，教科・領域，該当授業（活動）を決める。

(2)単に時間の授業（活動）を想定し，その時間の志教育の視点を設定する。

・ 教科固有の目標ではないことを確認する。

(3)単位時間の学習の流れを考える。

・ １時間の学習の中で志に高める手立てを含める。

３ 教職員でグループ（学年部単位等）を編制し，それぞれが想定した志教育にかかわる

構想を発表し合い，意見を述べ合う。＜グループ協議＞

４ グループごとに１事例を出し合い，全体で協議する。＜全体協議＞

・ 出された事例で，志教育の目標に十分迫ることができるかを協議する。

５ 協議により実践可能となった教育活動を年間計画に入れていく。

年間指導計画作成中の場合

年間指導計画が完成している場合

【 確認の手順の例 】

１ 本年度，実践した教育活動の成果を確認する。

(1)職員全体あるいは学年部等で，成果について話し合い，「ねらい」・「手立て」等の有

効性を確認する。※次年度，志教育として取り組める可能性がある事例も取り上げる。

(2)次年度へ向けて，取組の改善点を話し合う。

(3)改善点を志教育年間指導計画に反映させ，全体のバランスを確認する。

２ 次年度，実践予定の教育活動の内容を吟味する。

(1)教職員全体あるいは学年部等で，「ねらい」・「手立て」を吟味する。

(2)次年度へ向けて，取組の改善点を話し合う。

Ⅱ 志教育年間指導計画について
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Ⅱ（２）志教育年間指導計画の例①

大崎市立長岡小学校

Ⅱ 志教育年間指導計画について
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◎ 年間指導計画の特徴

・ 月ごとの教育活動が総覧できるようになっており，それぞれの教育活動を「かかわる」

「もとめる」「はたす」の３つの視点から分類している。特に道徳教育との関連が重視

されており，価値・資料名・志教育の視点が明示されている。

Ⅱ 志教育年間指導計画について
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Ⅱ（２）志教育年間指導計画の例②

大崎市立古川中学校

Ⅱ 志教育年間指導計画について
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Ⅱ 志教育年間指導計画について
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Ⅱ 志教育年間指導計画について

◎ 年間指導計画の特徴

・ 「志教育全体計画」，「実践の視点」に基づき，学年ごとに総合単元を設定している。

そして，総合単元ごとに，道徳，総合的な学習の時間，特別活動，各教科，その他の活

動での「かかわる」「もとめる」「はたす」にかかわる取組を具体的に示している。



Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例

（１） 教科にかかわる実践事例
① 加美町立宮崎小学校

② 大崎市立志田小学校

③ 大崎市立古川第五小学校

④ 大崎市立富永小学校

（２） 領域にかかわる実践事例
① 大崎市立長岡小学校

② 美里町立青生小学校

③ 大崎市立鬼首小学校

④ 涌谷町立箟岳小学校

（３） その他の教育活動にかかわる実践事例
① 加美町立旭小学校

② 大崎市立高倉小学校

③ 加美町立賀美石小学校

（４） 校内研修にかかわる実践事例
① 色麻町立色麻小学校

（５） 志教育の取組にかかわる実践事例
① 涌谷町立涌谷第一小学校

（６） 学校だよりの参考事例
① 大崎市立西大崎小学校

② 美里町立中埣小学校

（７） 学校要覧の参考事例
① 涌谷町立涌谷第一小学校

② 大崎市立松山小学校

大崎市立高倉小学校
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Ⅲ（１）教科にかかわる実践事例①

◎ 実践を振り返って
成 果：駐在所，雑貨店，菓子店，スポーツ公園等へ出かけ，地域の人々から話を聞くこと

が，町のことをより理解するきっかけとなった。質問を事前に準備し，練習していた

ことで，地域の人々に対し，はっきり質問することができた。

課 題：引率教員の数などから，安全面を考慮し，学級単位の探検となった。そのため，一

人一人の活動の場面を確保することが難しく，一部の児童が中心となって地域の方々

と触れ合った形になった。７年部の教員や保護者の協力を得ることも考えたい。

その他：生活科は，特に地域の方々の協力が必要である。今回のように協力が得られるよう

に，地域の方々との連携を図っていきたい。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年６月６日（月）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 地域の人たちと積極的にかかわりを深め，地域への愛着を深める。（かかわる）

・ 地域の良さを見つけ，工夫して伝え合う。（はたす）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 町の良い場所，人，自然等を教え合い，自分たちの町へ

の関心を高める。

・ 自分の家の付近の施設や自然で知らせたいことを発表

し合う。

２ 行ってみたい場所について話し合い，グループごとに役

割分担をする。

・ 春探しで通学路を歩いたことを思い起こさせるととも

に，町内の施設の資料を準備しておく。

・ 探検カードを用意する。

３ 探検する場所を地図で確認し，調べてくることを話し合う。

・ どんなことを調べてくるのか，どのように質問すればよいの

かを話し合う。

・ 目的場所への行き方を確かめ，お世話してくれる方への態度

など，探検の準備や練習を行う。

４ 約束を守って，楽しく町探検する。

・ 児童数，職員数との関係などから，グループごとの活動が難

しい場合は，学級全体で探検する。

５ 調べてきたことや気付いたことをまとめ，学級の友達，１年生，

町の人などに発表する。

・ グループごとに調べて分かったことや感想を写真とともにま

とめる。

・ 伝えたい人（１年生や町の人）を招き，発表する。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 町の様々な人の取組や努力によって，よりよい暮らしができることに気付かせるため

に，地域の人たちとのかかわりの場の設定や振り返りの手法を工夫する。

町の菓子店の方の説明を聞く

ガラスを切る仕事の体験

実践名：町となかよし
教科：生活科（２年）

※この実践事例は，加美町立宮崎小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（１）教科にかかわる実践事例②

◎ 実践を振り返って

成 果：机をコやロの字型に並べて創作活動をしたことで，技術的な教え合いが自然に行わ

れたり，友達の作っているところや小物を見合ったりしながら，互いの作品を肯定的

に認めることができていた。

児童は，友達と話し合いながら熱心に作品作りに取り組み，より一層自分の夢を膨

らませていった。

課 題：今回は，「楽天未来塾」の出前講座を「かかわる」ことと関連付けることができた

が，来年度以降は，地域の人材を活用するなど工夫して，継続性を持たせて取り組ん

でいきたい。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年１０月２１日（金）～

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 将来の生活や仕事に夢や目標を持たせ，社会の中で自分ができることや果たすべき役

割を考えさせるために題材の設定や指導の継続性を工夫する。（かかわる・もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 将来の夢やなってみたい職業等を考え，構想図に表す。

２ 考えた場面や様子に合わせた動きを考え芯材を作り，色づけ

した粘土を使って，自分の描いた将来の姿を表す。

３ 将来，自分が夢の職業の仕事をしている様子や状況が分かる

ように背景や小物を工夫して作る。

４ 作品カードに，将来の自分に込めた思いを書く。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 自分の思いや願いがかなえられた時の姿を想像させたり，作品カードに思いを書かせ

たりした。作品についての発表会でも「こんなことをしている自分」の姿を想像させる

ことで，自分の将来の夢をはぐくむようにした。

・ 「楽天未来塾」の出前講座でプロ野球選手やコーチの方の話を聞くことで，自分の夢

の実現への志を高めるようにした。

 

実践名：立体に表す（将来の夢を粘土で表す）
教科：図画工作科（６年）

※この実践事例は，大崎市立志田小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（１）教科にかかわる実践事例③

◎ 実践を振り返って

成 果：自分たちが植え付けた玉ねぎが，学校や家の食卓にあがることを体験的に知ってい

るので，どの児童も意欲的に活動することができた。学区内の畑で，顔なじみの方々

との活動なので，日常的に作物の生長を見に行ったり，共に活動した農家の方々と言

葉を交わしたり，活動で得たかかわりを継続することができた。

課 題：４年の活動の位置付けが不明確なので，教育計画の中に明示する必要がある。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年１１月２１日（月）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 自分たちの生活と地域の産業が深く結びついていることを知り，感謝の念を抱かせる。

（かかわる）

・ 地域の方々と体験活動を共に行い，地域の中でよりよい関係を築こうとする気持ちを

育てる。（かかわる）

・ 地域について学び，自分たちの活動が地域を支えていることを自覚させる。（もとめ

る）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 地域で作られている作物を探し，作られている場所や量を調

べる。 玉ねぎ（古川南土地区画整理組合の畑）

２ 玉ねぎを使った料理や購入する場所など，調べたいことを話

し合う。

３ 玉ねぎ畑に出かけ，農家の方々から植え付けの仕方を学び，
体験する。

４ 体験して疑問に思ったことやもっと調べたいことを，図書や

インターネットで調べ，新聞形式にまとめる。

＜４年＞

※ 玉ねぎ畑に出かけ，農家の方々から収穫の方法

を学び，体験する。

・ 収穫した玉ねぎは，児童の家庭や総合的な学

習の時間でお世話になった方々に配ったり，全

校給食で使用する。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 人のために役立つ喜びを味わい，社会の一員としての自覚を高めるために，収穫した

玉ねぎを全校児童で味わったり，地域の方々に配ったりする場を設定する。

・ 働くことの意義や自分の生き方を考えさせるために，地域の方々と体験を共有する場

を設定する。また，次の学年に活動が伝わるような発表の仕方を工夫する。

実践名：玉ねぎを育てよう
教科：社会科（３年）

※この実践事例は，大崎市立古川第五小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（１）教科にかかわる実践事例④

◎ 実践を振り返って

成 果：生命誕生の神秘や家族の思いを考えさせることにより，限られた時間の中で，人生

をよりよく生きていこうという気持ちが高まってきた。母体内で受精卵から人間の姿

に成長していく様子，胎盤や臍の緒を通して母親から栄養をもらっていたこと，さら

には，誕生時の様子などを視聴覚資料を通して学習することで，自分自身が，かけが

えのない存在であり，生命を大切にしようという意識も高まったように思う。また，

家族への聞き取り調査により，家族の思いや願いも感じ取ることができ，よりよく生

きようとする姿勢が見て取れた。

課 題：母子家庭や父子家庭の児童もいるので，聞き取り活動には配慮が必要である。生物

学的な事項と志教育をうまく結び付けるために，児童の調べ学習や表現活動時の声が

けの仕方や意欲付けの発問の仕方がポイントである。生命のバトンを受け継ぎ，今後

の人生をよりよく生きていくことにうまく結び付けたい。

その他：４年生の保健とのかかわりで考えたり，養護教諭とＴＴで指導をすることで，さら

に効果が期待できると思われる。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年１２月１日（木）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 自分が誕生したときの家族の思いや願いを考えさせることで，家族の一員としての役
割を考えさせる。（かかわる）
・ 人の誕生の仕方を学習する過程で，かけがえのない生命を授かったことを理解させ，
生きることや生命の営みの神秘を考えさせる。また，家族の思いを受けて将来の自分の
生き方を考えさせる。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 人の母体内での子どもの成長を想像して，疑問を話し合い，調べることを決める。
２ 人の母体内での子どもの成長を調べる方法を考え，計画する。
３ 人の母体内での子どもの成長を資料や取材などで調べる。
４ 人の母体内での子どもの成長について，調べたことを発表
する。
５ 人の母体内での子どもの成長，変化についてまとまる。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 人の受精卵の母体内での変化や誕生の仕方等を調べる活動
を通して，自分自身の生命がかけがえのないものであること
に気付かせる。また，自分自身の誕生の様子や家族の気持ち
を取材させることで，家族とのつながりや家族の思いにも気
付かせる。家族とのつながりや家族の思いを受けて，これか
らの生き方について考えさせる。このような学習を通して，
よりよい生き方を考え，志を高められると考える。

実践名：人のたんじょう
教科：理科（５年）

※この実践事例は，大崎市立富永小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（２）領域にかかわる実践事例①

◎ 実践を振り返って

成 果：４月の学習参観日において志教育に関連する道徳の授業を行うとともに，学年懇談会で

６学年の学習は「人としての生き方」をテーマとして構成されていることを知らせ，１年

間の学びの目標や目的を保護者にも共通理解してもらった。児童は１年間どの場面におい

ても，学びの意味を忘れることなく，常に活動に合った目標を掲げて，懸命に取り組むこ

とができた。卒業の日，１年間の志教育の学びの成果をまとめたリーフレット「卒業メッ

セージ」を配布し，その内容を下級生や家庭・地域の人の前で力強く発表した。６年生の

自信と誇りに満ちた姿は，下級生にとっての励みとなった。

課 題：６年間の集大成である卒業の日の６年生の姿を，より多くのかかわってくれた人たちに

見てもらいたかった。児童の成長の姿は，見てくれる人達の夢や志も高めてくれると思う。

その他：学校教育活動全体を通して「人としての生き方」と関連付けて作成した学校経営ビジョ

ンを，ＰＴＡ総会で保護者に説明したことや担任が学年の発達段階に応じて志教育の大切

さを児童や保護者に説明したことは，大変効果的であった。

◎ 実施期日（期間） 平成２２年４月１７日（土）＜学習参観日＞

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 夢や目標を持ち，将来の生活や仕事について学習や体験活動を通じて考えることが

できるようにする。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（１時間扱い）

１ 志教育年間指導計画（児童用）を見て，これまでの「生き方を学ぶ」学習を振り返る。

２ 相田みつをの詩「毎日毎日の足跡が」を読む。

３ 詩を読んで，相田みつをの生き方を考え，感じたことをワークシートに書く。

４ 感じたことを全体で話し合う。

５ 話し合いを通して，「自分がきれいな足跡を残すにはどうしたらよいか」を考える。

６ 話し合いを振り返り，シラバスに感想を書く。

７ 夢や希望について，教師の話を聞く。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ これまでの志教育の年間指導計画（児童用）やシラバスを見て，本時の学習のねらいを知

る。

・ 志教育に関連する学習の感想をまとめたポートフォリオを作成し，いつでも自分自身の考

え方や在り方・生き方を振り返ることができるようにする。

・ 学んだことをまとめて発表したり，川柳や四字熟語，ことわざ等と関連させて表現したり

することを通して，人としてよりよく生きることへの関心・意欲を高めていけるようにする。

実践名：「毎日毎日の足跡が」１－（２）希望・勇気
領域：道徳（６年）

※この実践事例は，大崎市立長岡小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（２）領域にかかわる実践事例②

◎ 実践を振り返って
成 果：地域に碑は建っているものの，どんな人かほとんど知らなかった齋藤眞博士について詳

しく学んだことで，自分たちの地域を改めて見直すことができた。また，「夢」というと
どこか遠いもののように感じていた児童が，宮嶋先生に直接教えてもらい，かかわる中で
齋藤博士の生き方をより身近に感じ，自分の生活を振り返ることができた。個人新聞には，
博士について学んだ感想だけでなく，宮嶋先生への感謝の言葉や自分の将来の生き方につ
いての記述も見られた。

課 題：本学級の児童は自己肯定感がやや低く，自己有用感はさらに低かった。本単元と関連さ
せて，学級活動で自分の良さについて自己評価や相互評価を取り入れ，自己肯定感・自己
有用感を向上させる活動を行ったことで，改善が見られた。キャリア教育と関連させると
さらに効果が得られたのではないかと思う。他教科・領域とどのように関連付けていくか
が今後の課題である。

その他：本単元で学んだことや高まった力を次の単元以降に生かしていけるよう活動計画を見直
し，長いスパンに立った指導が行えるようにしていきたい。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年５月２５日（水）～７月８日（金）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 自分たちの地域出身の齋藤眞医学博士について調査し，教材化を図った本校元校長宮
嶋健先生（旧小牛田町教育長）とかかわる中で，齋藤博士の偉業への尊敬の念を抱かせ
る。（かかわる）

・ 齋藤博士が夢を抱いた経緯や夢の実現に向けて努力し続けた姿に触れることで，自ら
の生活を振り返り，よりよい生き方を主体的に求めようとする態度を養う。（もとめる）

・ 郷土の良さに気づき，社会貢献の視点で自らの生き方を考え，将来に向かって学ぼう
とする意欲を高める。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 齋藤眞博士について知る。＜５月２５日＞

・ 宮嶋先生が作成した教材を用いて齋藤博士について調べ学習を行い，疑問や知りたいことを質問

としてまとめる。

２ 齋藤眞博士について学ぶ。（かかわる）＜６月１６日＞

・ 齋藤博士に関するパネルが多数展示されている青生コミュニティにて，宮嶋先生から話を聞き，

齋藤博士の生き方を学ぶ。

３ 自分を振り返り，将来について考える。（かかわる・もとめる）＜６月１６日・２３日＞

・ 齋藤先生の生き方と自分の生活を比較し，将来の生活の在り方を考える。

・ 「楽天イーグルス未来塾」を通して，夢を持って生きることの大切さを知り，自分の将来につい

て考える。

４ 学習を振り返る。（かかわる・もとめる）＜～７月８日まで＞

・ 学んだことを個人新聞にまとめ，発表を行う。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 自分たちの地域から脳医学の先駆者（日本で初めて脳外科手術を行い，後進の育成に
尽力した）と言われる博士が輩出されていたことを学ぶことにより，地域を見直させる
とともに，自分にも何かできるのではないかという夢と希望を抱かせる。

・ 将来に向かって学ぼうとする意欲を高めるとともに，自分の在り方・生き方を考えさ
せるために，楽天球団の地域密着活動を活用し，地域と協働の学習を設定する。

実践名：わたしの周りのすてきな人
領域：総合的な学習の時間（６年）

※この実践事例は，美里町立青生小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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※ 齋藤眞博士について，宮嶋先生から話を聞いたり，青生コミュニティで齋藤博士

に関するパネルを見てメモを取る子どもたちの様子です。

宮嶋先生の話を聞く子どもたち

パネルを見てメモを取る子どもたち

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（２）領域にかかわる実践事例③

◎ 実践を振り返って

成 果：将来の夢として抱いていた道に向かって進んできた先輩方の話が励みとなり，夢を抱く

ことは，とても大切だと気付く児童が多かった。自分の夢の実現に向けて，進んでいきた

いという思いを高めることができた。

課 題：児童が夢に抱いている職業の方々に，直接質問できる場を設定するなど，夢を志に高め

ていけるように，児童の夢と実際の人物との架け橋となる手だてをさらに広げていきたい。

その他：身近な先輩からの言葉が，夢を追うことへの後押しとなり，同じ学び舎を巣立っていく

ことへの喜びを感じ取らせることができた。そして，開校記念式の意義を改めて認識させ

ることができた。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年１０月２８日（金）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 先輩方が夢を抱いた経験や，志をもち続け，努力を重ねてきたことを知ることにより，

夢を志に高め，自己実現に向けて努力しようとする気持ちをはぐくむ。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 卒業写真から本日のゲストを当てる。

(1)ゲストの小学校時代の写真を紹介し，期待を高める。
（入学式の写真，修学旅行の写真，個人の写真）

(2)ゲスト登場。（本校栄養士，本校教員補助員）

２ 先輩の話を聞く。＜校長とゲストの鼎談形式＞

○ 名前は何ですか。

○ 鬼首は好きですか。

○ 仕事は何をしていますか。

○ 鬼首のどんなところに魅力を感じますか。

○ 小学校の時はどんな女の子でしたか。

○ 小学校の時の夢は何でしたか。

○ 小学校の時の思い出について教えてください。

○ 当時，マーチングの活動は，楽しかったですか。

○ 今の自分の夢や目標は何ですか。

○ 卒業生として，鬼首小学校の子どもたちにメッセー

ジをお願いします。

３ 終わりに校長の話を聞く。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 身近な先輩の小学校時代の写真を見せたり，その時のエピソードに触れたりすること

で，今の自分と同じように，みんな夢を抱いて大人になっていることを知り，児童が，

自分も頑張って夢に近付けるように努力したいという思いを抱けるようにする。

実践名：先輩に学ぶ（鼎談）
領域：業前・お話朝会（開校記念式について）

※この実践事例は，大崎市立鬼首小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例



- 24 -

Ⅲ（２）領域にかかわる実践事例④

◎ 実践を振り返って

成 果：これまで行っていた縦割り班遊び，縦割り班給食に加え，共同作業を取り入れたこ

とにより，協力して一つのことを成し遂げる体験を味わわせる場を作ることができた。

自分から進んで作業をしようとする児童が増えてきた。

高学年としての意識の高揚につながりつつある。

課 題：児童の主体的な活動に近付けるよう，委員会活動を主体とした運営にしていきたい。

児童の思いが表現できる活動を検討していく。

その他：自分たちの花壇という意識が持てるような活動にしていくことで，志教育のねらい

に迫ることができると考える。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年６月１３日（月）～１１月１０日（木）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 縦割り活動で異年齢の児童が一つの目標に向かって作業することにより，発達段階

に応じた人とのかかわり方を学ばせる。（かかわる）

・ 自分の分担を，真心を持って果たそうとする心情を育てる。（はたす）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 夏季花壇づくり

５月 緑化委員会による花苗作り

６月１３日 チューリップ球根の掘り起こし

６月１６日 草取り，水やり

２ 秋季花壇づくり

１１月１０日 花壇片付け

１１月１１日～ 緑化委員会による球根植えの準備

種の採取

１１月１６日 チューリップの球根植え

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 協力して作業をし，きれいな花壇ができあがる達成感を味わえるように，花が咲いた

花壇の美しさを感じる機会を設定する。＜クラス写真の撮影・クラスごとの観察・縦割

り班での鑑賞＞

・ ６年生を送る会などで「縦割り花いっぱい活動」に焦点をあてるようにすることで，

次の学年への意欲につなげていく。

実践名：縦割り花いっぱい活動
領域：業前活動（全学年・縦割り班活動）

※この実践事例は，涌谷町立箟岳小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（３）その他の教育活動にかかわる実践事例①

◎ 実践を振り返って
成 果：教職員のスピーチを聞いていた児童に，自分も発表してみたいという気持ちが生まれ，

詩・作文・得意技の発表などを進んで行うようになった。そのことにより，児童一人一人

がよさに気付き，自分の得意なことをさらに伸ばし，これからの学校生活に生かそうとす

る気持ちがはぐくまれた。

課 題：児童の発表が上学年に偏りがちになったので，今後は低学年の発表の機会を多く設ける

ようにしていく必要がある。また，発表内容についてもマンネリ化することなく，さらに

いろいろな分野に広げていきたい。

その他：今年度からのはじめての試みではあったが，様々な発表が見られ充実した取組となった。

今後は，何らかの形で保護者や地域の方々にもランチタイムスピーチの取組を伝えていき

たい。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年４月～平成２４年３月

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 教職員のスピーチを聞いたり，得意なことを発表する活動を通して，それぞれのよさ
に気付き，自分の得意なことをさらに伸ばし，これからの生活に生かそうとする気持ち
をはぐくむ。（かかわる・もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（１学期：毎日 ２・３学期：毎週火曜日と木曜日）

１ ステップ１「教職員による発表」（４月１８日～５月２４日）
○ 毎日，全校児童がランチルームで一緒に給食を食べていることを生かして，教職員
が児童に夢や希望を与えるスピーチを行う。
主なスピーチの内容

・暗唱課題にチャレンジ「宮沢賢治～雨にも負けず」 ・１５秒でわかる「スーパー昔話」

・手品？それとも超能力？ちょっとあやしいテレパシー ・紙芝居「地震なんかに負けないぞ」

・妙技「リコーダー二重奏」 ・心に響く，深い話「共鳴」

・誰でもできる「丸美ママの３分クッキング」 ・桜満開，笑顔満開，いがったでば「方言クイズ」

２ ステップ２「教職員と児童による発表」（５月２６日～）
○ ランチタイムスピーチを児童にも広げることにより，児童一人一人がよさに気付き，
自分の得意なことを更に伸ばし，これからの生活に生かそうとする気持ちをはぐくむ。
主なスピーチの内容

・プロも顔負け・名コンビ誕生「爆笑漫才～おむすび山」 ・豊かな感性！広がる世界！「詩の朗読」

・あの感動をもう一度「運動会の感想発表」 ・広がる輪！児童と職員による「コント５５５５号」

・柔道一直線，必殺技紹介！「体おとし，内股，一本背負い」 ・リコーダー演奏と暗礁課題の発表

・真打登場「ゆうゆうこんぶのマシンガン漫才」

・みんなで読んでね！おすすめの本！「楽しい本の紹介」

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 自分の得意なことをさらに伸ばし，これからの生活に生かそうとする気持ちをはぐく
むために，教職員の話を聞いたり，得意なことを発表する場を設定する。

実践名：ランチタイムスピーチ
その他の教育活動

※この実践事例は，加美町立旭小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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１５秒でわかるスーパー昔話

リコーダー演奏

広がる輪「コント５５５５号」

詩の朗読

柔道一直線「必殺技紹介」

心に響く，深い話「共鳴」

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（３）その他の教育活動にかかわる実践事例②

◎ 実践を振り返って

成 果：夢を持つことや目標を持つことが活動の意欲につながることが分かり，行事等にお

ける個々の目標がより具体的なものになった。自己の目標を意識し，その達成を目指

して，より意欲的に努力する姿が見られるようになった。

課 題：今後も，時期を変え，夢を持つことや目標を持つことについての理解を深めるよう

な内容の講話を考えていかなければならない。教職員の志教育への理解をより深める

ための研修や講話も計画していく必要がある。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年７月４日（月）・９月５日（月）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 偉人の逸話を聞くことで，夢を抱いた経緯やその実現に向けて努力を重ねた結果，す

ばらしい業績を残したことに気付かせ，夢を持とうとする気持ちをはぐくむ。（もとめ

る）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（２時間扱い）

１ 「いろいろなことに興味を持とう」７月４日（月）

(1)タイタニック号の沈没事故を取り上げ，無線を無視したことが沈没の大きな原因
の一つであることを知らせ，無線通信の重要性をつかませる。無線通信を考え出し

た「マルコーニ」について「ヘルツ」の無線実験に興味を持ち，その後研究を続け，

大西洋横断の無線通信に成功し，ノーベル賞を受賞したことを知らせる。

(2)いろいろなことに興味を持ち，目標として頑張っていくことに意欲を持たせる。

２ 「『志を立てる』ということ」９月５日（月）

(1)「目標」と「志」の関係について知らせる。大和ハウス工業会長の夢に向かって
頑張ることへのメッセージと孔子のことばを引用し，「志」をかなえるためには，

まず，「目先の近い目標」から「少し遠い目標」

を立てて，一歩一歩着実に取り組むことの大切さ

をつかませる。

(2)「目標を立てるとやる気が沸き，思わぬ力が出

る」ということから，何をするにも「目標や志を

立てる」ことが大切であることに気付かせる。

３ 朝の会

・ 校長の話から，感じたことや思ったこと，これ

からの生活に生かしていきたいことなどを話し合

わせる。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 夢を持とうとする気持ちをはぐくむために，お話朝会の後の朝の会を利用し，自分の

感想や思いを発表させ，それぞれの考えを交流する場を設ける。

実践名：朝会 校長先生の話
その他の教育活動

※この実践事例は，大崎市立高倉小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（３）その他の教育活動にかかわる実践事例③

◎ 実践を振り返って
成 果：職員室前に通年展示してある先輩の写真だが，立ち止まってじっくり読む児童の姿

は，これまで少なかった。「お話朝会」で校長が取り上げ，紹介するという方法で児

童に関心を持たせることができた。

毎月１回「お話朝会」を設定し，校長が経験談，身近な話題などを話している。児

童は，それぞれの学年に応じて「自分は～したい。」「自分だったら～。」と思いを巡

らせている。

課 題：児童は集中し，興味を持って聞いているが，１年から６年まで発達段階の幅が大き

い。難しい言葉については，噛み砕いて話しているが，朝会後に各学級担任がさらに

補足説明をする必要があった。また，学級の実態に応じて，話題について考えさせ，

より思いを膨らませるための工夫が必要である。

その他：「お話朝会」の内容について，校長室便り「あけぼの」でも取り上げ，各家庭へ知

らせている。家庭での話題になっているようである。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年６月１４日（火）・１２月７日（水）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 賀美石小学校の卒業生の活躍について具体的に知らせ，将来への希望を膨らませる。

（もとめる）

・ 「第九」の作曲者ベートーベンを取り上げ，困難にあっても崇高なものを求める生き

方に触れさせる。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 「創立記念日」に関連した話を聞く。

○ 「賀美石小学校の先輩」という話題で，これまでに活躍された先輩を知る。

・ 氏家 武 さん…東京帝国大学卒 大蔵省国民貯蓄局長等歴任

・ 尾形かつえ さん…バレーボールで活躍

・ 板垣 紘子 さん…バレーボールで活躍

２ 写真の人物について，校長

と対話しながら考え，理解を

深める。

○ 「自分は～」と今後や将

来について考える。

３ 作曲家ベートーベンについ

ての話を聞く。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 児童の興味を引くために，始めに写真を提示し，視覚に訴えながら話すようにする。

＜校長自ら，ホルン演奏をしたり，ＤＶＤ映像を見せたりする。＞

・ 「みなさんも～」「みなさんは，～」と各自に考えさせる投げ掛けをし，夢を持つき

っかけをつくるようにする。

実践名：朝会 校長先生の話
その他の教育活動

※この実践事例は，加美町立賀美石小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（４）校内研修にかかわる実践事例①

◎ 実践を振り返って
・ 演習で取り組んだワークシートでは，本校の年間指導計画に位置付けられている各教
科・領域の活動を，志教育の重点事項と照らし合わせた。そのことで，各活動の目標や
内容が，志教育の目標とつながっていることを理解することができた。これまで本校が
取り組んできた種々の教育活動が，志教育の一端を担っているものであると明確にする
ことができた点においても大変有意義な研修の機会となった。

研修会の概要 平成２３年７月２２日（金）

１ 開会行事

２ 講話（講師：宮城県北部教育事務所 主幹 川田 尚）

(1)志教育の概要

① 「宮城県教育振興基本計画」より

② 「みやぎの志教育プラン」より

(2)志教育の実践と年間指導計画の作成

① 志教育全体計画・年間指導計画について

② 演習「各教科・領域・その他の教育活動を志教育の視点から見直す」

３ 閉会行事

◎「演習」の内容
１ 「志教育全体計画」で自校の志教育の

目標，重点指導事項を確認する。【個人】

(1)志教育の重点指導事項のうち１つを

選び，ワークシートに転記する。（その

後の話し合いのために学年部で統一）

(2)選んだ重点指導事項の実践化のポイ

ントを考えワークシートに記入する。

(3)志教育の重点指導事項のポイントに

かかわる教育活動を年間指導計画から

探し，マーカーでチェックする。

２ 志教育の視点を加えた授業を構想する。

【学年部】

(1)学年ごとに年間指導計画のチェックを確認し合い，構想する教科・領域・活動

を決める。

(2)１時間の授業を想定し，志教育の視点を設定する。（１(1)を基に）

(3)志教育にかかわる手だてを含めた１時間の学習の流れを考える。

３ グループごとに話し合った１時間の学習の構想を全体で協議する。【全体】

・ 発表された事例で，志教育の重点指導事項に迫ることができるか協議する。

志教育校内研修会

※この実践事例は，色麻町立色麻小学校の取組です。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（５）志教育の取組にかかわる実践事例①

＜参考資料１＞

＜参考資料２＞

◎志教育３つの視点の確認

◎志教育ではぐみたい姿

【小学校】の確認

◎志教育全体計画の作成

○学年部ごとの重点指導

事項

○各教科・領域における

取組の観点

◎志教育の目標設定

○各学年の志教育の３つ

の視点にかかわる各学

年の学年目標

＜参考資料１＞

◎教育計画への挿入

○学校行事・各種教育活

動と志教育とのかかわ

り

＜参考資料２＞

◎志教育の年間指導計画の

作成＜参考資料３＞

○「みやぎの志教育推進

授業や活動のヒント集

１」の活用

◎教科・領域等での実践

志教育全体計画作成から実践までの流れ

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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◎ 実践の特徴

・ 年間指導計画を作成する前に，全体計画に基づいた学年目標の設定や教育計画への挿

入など，段階的な準備がなされている。校内での共通理解が実践に結びついている。

※この実践事例は，涌谷町立涌谷第一小学校の取組です。平成２３年度第２回教務主任者

等研修会で発表していただいた石井淳先生の資料から一部抜粋させていただきました。

＜参考資料３＞

☆この他にも
・４年生 総合的な学習の時間
「福祉ってなあに」
・６年生 道徳
「あこがれのパティシエ」

・６年生 学級活動
「花いっぱい運動」
などの実践がなされています。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（６）学校だよりの参考事例①

大崎市立西大崎小学校 学校だより

「 も み の き 」

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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◎ 学校だよりの特徴

・ No.６「人のために何かできること」，No.７「夢への挑戦」，No.８「立ち位置を確か

に 夢や志をもって」と３号続けて，志教育にかかわる校長先生の話が掲載されている。

児童や保護者に継続的に思いを伝え，それが児童の変容につながっていることがよく分

かる。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（６）学校だよりの参考事例②

美里町立中埣小学校 学校だより

「 中 埣 小 だ よ り 」
～夢（志）に向かってチャレンジする子どもの育成～

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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◎ 学校だよりの特徴

・ No.７では「先輩に学ぶ（志教育講話）」として，卒業生の 三神 泉 さん の講話を特

集している。また，毎号校長先生の講話朝会の内容が紹介されている。

・ １２月１０日発行のNo.１０では，「楽しい冬休みに」と題して「中埣小学校『五つの

心』と『志教育の視点』で有意義な冬休みに！」が示されている。具体的で児童に分か

りやすい内容になっている。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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Ⅲ（７）学校要覧の参考事例①

涌谷町立涌谷第一小学校

◎ 学校要覧の特徴

・ 学校教育目標を受け，学校経営の基本方針として「夢をいだき夢に向かって進める子」

を掲げている。また，重点努力事項の一番目に「志教育の推進」を挙げ，具体的な取組

として，事例発表会での情報交換や道徳教育における「みやぎの先人資料集」の活用，

特別活動における「たてわり活動」などを示している。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例
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１ 授業改善を核とした学力向上の取組【わかる授業の展開と学習習慣の形成】
（１）授業の改善【わかる授業の展開と学習習慣の形成】

① 系統性を大切にしたわかる授業の展開

② 授業と家庭学習の融合による学習習慣の形成
③ ＰＤＣＡサイクルを意識した授業改善

④ 指導方法の工夫・改善（習熟度別指導，少人数指導など）

（２）教師の資質や指導力の向上【学び合い，高め合う教師集団】

① 教科や総合的な学習の時間，特別活動の指導力向上のための研修の充実

・ 模擬授業やワークショップによる授業研究を取り入れた研修
・ 系統性を大切にした授業展開の研修

・ 児童一人一人の実態に即した指導法の研修
・ 探究的な学習や問題解決的な学習の指導法の研修

② 校内研究体制の確立と全教職員の共同研究の推進

（３）志教育の充実

① 社会的自立に必要な基礎力（松山小では学力の一つと押さえ
る）を培う探究的な学習活動を大切にした志教育の推進（地域産

業の就労体験学習や,地域の伝統文化に自ら探求的にかかわる
体験学習，将来の自分の生き方を考える福祉体験学習進路学習）

② 自らの生き方や進路に関する夢と希望を育む志教育の推進

③ 地域との協働を大切にした志教育の推進（松山地区学校支援
地域本部を活用した地域人材，地域資源の積極活用）

④ 計画的，組織的，系統的な指導の推進

２ 家庭，地域社会との協働の推進【地域とともに歩む学校づくり】
（１）家庭，地域の教育力を学校教育に生かす体制整備

① 「松山地区学校支援地域本部」による地域の人材や資源の活用
松山すけっと隊，見守り隊 ｅｔｃ．

（２）学校運営・教育活動に関する積極的な情報発信

① 学校だより，各種たよりの配布 ・ＨＰの開設
（３）児童の地域活動の充実

① 地区の清掃活動，地区まつり等
（４）地域の方々の来校機会の拡充

① 地域への授業公開（授業は原則随時公開）
② 運動会・学芸会等の学校行事 等

（５）家庭・地域と協働した志教育の充実

① 松山地区学校支援地域本部の積極的な活用
（６）学校評議員制度の学校経営への活用

（７）学校評価の実施と結果公表

３ 豊かな人間性や社会性を培う教育
（１）道徳教育の充実

① 道徳の授業の充実（[心のノート]や社会人講師活用など）
② 全教育活動の中での道徳教育の推進

（２）生活習慣の定着を目指した生徒指導の充実
① 松山っ子の合言葉 「へんじ あいさつ くつならべ」

② 生活リズムの定着 「はやね はやおき あさごはん」

１ 目的
社会的自立に必要な「人間関係形成能力」「情報活

用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」を培う。

２ 地域と協働した体験学習

（１）地域産業の就労体験学習
① 大豆を栽培しよう「豆マメ探検隊」３年生

地区内にあるみそ工場との協働で実施する，種
まきから収穫に至るまでの一連の栽培活動と，収
穫した大豆を使ったみそづくりまでの体験学習

② 学習田での米づくり「あぜみち探検隊」５年生
学習田で，ＪＡみどりの青年団と協働し，種まき

から脱穀まで年間を通した「米づくり」の就労体験
学習収穫米による餅つきやわら細工も実施

（２）地域の伝統文化に自ら探求的にかかわる体験学習
① 伝統的な踊りにふれよう

「金津流松山獅子躍」 ６年生
松山地区の伝統芸能「金津流松山獅子躍」の

習得に取り組む。４年生から練習を始め，６年生に
なってようやく装束を着けて踊ることができるように
なる。地区のお祭りなどで発表し，地域にかかわる
活動をしている。
江戸時代に編み出され，一時途絶えたが地元

の保存会により復活させたもの。獅子の装束をつけ
て太鼓をたたきながら歌い踊る大変勇壮な踊り。

（３）将来の自分の生き方を考える福祉体験学習
① 福祉について調べよう「みんなで生きる社会」４年生

社会福祉協議会の支援を受けた独居高齢者団
体「いきいきクラブ」との交流学習，車イスや白杖
体験などのキャップハンディ体験学習,日本盲導
犬協会協力を得た「盲導犬とふれあう」体験学習

 
【社会的自立に必要な基礎力を培う志教育の推進】 

みんなで生きる社会

 

豆マメ探検隊

あぜみち探検隊

金津流松山獅子躍

Ⅲ（７）学校要覧の参考事例②

大崎市立松山小学校

◎ 学校要覧の特徴

・ 特色ある取組の中に，「志教育の充実」が掲げられているが，別に項立てをし，「社会

的自立に必要な基礎力を培う志教育の推進」が示されている。その中で，特に「社会と

協働した体験学習」を取り上げ，就労体験学習・地域の伝統文化に自ら探究的にかかわ

る体験学習・福祉体験学習を重視している。

Ⅲ 大崎地区小学校の実践事例



Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例

（１） 教科にかかわる実践事例
① 大崎市立三本木中学校

（２） 領域にかかわる実践事例
① 涌谷町立箟岳中学校
② 大崎市立松山中学校

③ 美里町立小牛田中学校
④ 加美町立小野田中学校
⑤ 涌谷町立涌谷中学校

（３） 教科・領域にかかわる実践事例
① 大崎市立古川北中学校

（４） 学校だよりの参考事例
① 色麻町立色麻中学校

（５） 学校要覧の参考事例
① 大崎市立古川北中学校

② 美里町立南郷中学校

大崎市立松山中学校
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Ⅳ（１）教科にかかわる実践事例①

◎ 実践を振り返って
成 果：生徒は自分自身をよく見つめ，自分の自分らしいよいところを見つけることができ

た。また，小学校の生活を思い出し，中学校生活や将来，仲間が自分を必要としてい
る場面を想起しているようだった。
＜生徒の記述から＞

「自分らしいところは，いつも明るいところ。だれかが困っている時に，手伝って
あげたい。」「だめなものはだめと言える。将来，弁護士になって正しいことは正し
いと訴えたい。」

課 題：「アニメが好きだから漫画家。」「スポーツが好きだからスポーツ選手。」という者も
少なくなかった。夢を抱くことを大切にさせながら，進路の学習や総合的な学習の時
間の，自分の生き方を考える学習との関連を図っていきたい。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年４月２２日（金）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 国語の教科書の最初の学習材である「名づけられた葉」という詩の学習の後に，読み
取った主題と関連させて，生徒一人一人に自分と他者とのかかわり（かかわる）や自分
の在り方（もとめる），果たすべき役割（はたす）を考えさせることで，学校や将来の
社会でよりよく生きようとする気持ちの高まりを図れるのではないかと考えた。

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 詩「名づけられた葉」を読んで，作者からの「自分だけの人生を，自分らしく精一
杯生き切らなければいけない」というメッセージを読み取る。

２ 中学校生活のどんな場面で，どんな自分らしさを発揮できるか考えて書く。
３ 将来，社会で自分らしさを発揮できる場面や仕事を思い描いて書く。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 中学校生活を始めたばかりの時期を捉え，改めて自分を見つめさせることで，生活へ
の希望や期待を確かなものにする。
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実践名：「名づけられた葉」自分らしさとは
教科：国語科（１年）

※この実践事例は，大崎市立三本木中学校の取組です。

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ（２）領域にかかわる実践事例①

◎ 実践を振り返って
成 果：老人会の方々と交流することで，他の人への思いやりの気持ちを持つことができ，

人とのかかわり方を学ぶことができた。箟岳地区の住民が使用するのの岳駅や箟岳公

民館を清掃することで，多くの生徒は「きれいになった。」という喜びと「地域のた

めに貢献できた。」という気持ちを持つことができた。

課 題：この体験学習で，地域の方々とのかかわりや地域のために貢献する気持ちが生まれ

たと考えるが，それを今後もはぐくんでいくことが大切であり，機会あるごとに意識

して指導しなければならない。

その他：箟岳地区の老人会の方々には，これ以外の行事でもお世話になっており，忙しくて

も中学校の行事を優先して，多くの方に参加していただけたことがありがたかった。

今後の活動においても，協力をお願いしていきたい。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年１１月１５日（火）・１６日（水）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 世代間交流で，老人会の方々との交流を通して，積極的に人とかかわる。（かかわる）

・ 愛郷作業をすることで，箟岳地区に住む者としての役割をはたす。（はたす）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（１３時間扱い）

１ 社会体験学習の事前指導＜Ｈ２３．１１．２＞

・ 社会体験学習の概要の説明と班分けを行い，交流会の内容の話し合いをする。

２ 社会体験学習１日目＜Ｈ２３．１１．１５＞ （かかわる）

・ 老人会の方々から指導を受けながら，一緒にグラン

ドゴルフをする。

・ 老人会の婦人部の方々から指導を受けながら，一緒

に「はっと汁」を作る。

・ 「はっと汁」を食べながら，老人会の方々と交流会

を行う。

３ 社会体験学習２日目＜Ｈ２３．１１．１６＞ （はたす）

・ ２班に分かれ，のの岳

駅の清掃・箟岳公民館の

清掃を行う。

４ 社会体験学習の振り返り

＜Ｈ２３.１１．１６＞

・ 体験学習を振り返り，

２日間で学んだことを記

録する。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 地域貢献したり，地域の方々とのかかわりを将来にわたり持つことができるように，

中学生である今から愛郷作業や世代間交流を行う。

実践名：社会体験学習
領域：総合的な学習の時間（１年）

※この実践事例は，涌谷町立箟岳中学校の取組です。

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ（２）領域にかかわる実践事例②

◎ 実践を振り返って
成 果：平成１６年から３年間の「キャリア教育推進地域」文部科学省指定を受けて，工夫

を重ねながら継続している取組の一つである。卒業生を講師として招き，中学校時代

の夢や進路実現で努力したこと，これまでの経験からのアドバイスなどの話を聞くこ

とにより，生徒一人一人に夢や希望を持たせ，将来の自分の生き方ついて考えさせる

機会となっている。また，自分もこれから努力すればできるという自己実現の可能性

を感じさせる機会にもなっている。

課 題：講師として招く先輩の人選については，生徒の進路学習・キャリア発達の段階を踏

まえながら，多様な選択肢を考えて，「夢・生き方講座」を計画していく必要がある。

地元の産業界の人材をゲストティーチャーとして招くなど，講座の内容を膨らませて

いきたい。

その他：「夢・生き方講座」は，自由参観日として保護者の方々にも参加していただいてい

る。また，協働教育の観点から，松山地域のコーディネーターにもかかわっていただ

き，講師の紹介や講座についてのアドバイスなどをしていただいた。今後とも，地域

の方々に協力してもらいながら計画を立てていきたいと考える。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年１０月５日（水）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 本校を卒業した先輩方の中学校時代の夢や志を持ち続けて努力をした話を聞くことに

より，生徒一人一人に将来の夢や目標を持たせ，自己実現に向けて努力しようとする志

を高めさせる。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（２時間扱い）

１ 「夢・生き方講座」の趣旨を知る。

２ 先輩方（高校生・大学生・社会人）の話を聞き，自分の夢や希望について考える。

３ 中学校の後輩たちへアドバイスをもらう。

４ 先輩方との意見交換・質疑応答を行う。

５ まとめ（教室に戻って，学習の振り返り）を行う。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 夢を志に高め，自己実現に向けて努力しようとする気持ちをはぐくむために，本校の

卒業生の話を聞いたり，交流したりすることから生き方を学び，将来を設計し実行する

能力を身に付けさせていく。

実践名：夢・生き方講座
領域：総合的な学習の時間（全学年）

※この実践事例は，大崎市立松山中学校の取組です。

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ（２）領域にかかわる実践事例③

◎ 実践を振り返って
成 果：一昨年度に形を作り，昨年度正式に始めた活動である。卒業を１か月後に控えた慌

ただしい時期に，落ち着いて一人一人が気持ちを表現できるか不安であったが，全員

がしっかり暗記し，堂々と発表していた。

課 題：昨年度は全校生徒に聞かせたが，学年扱いで進めていくか，行事として定着させる

か兼ね合いが難しい。また，一人１分で設定していても，発表が長引く生徒もいたの

で，事前指導をしっかり行う必要がある。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年２月５日（土）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ これまでの人生において支えてくれた人々への「感謝」の気持ちを表現し，伝える

機会とする。（かかわる）

・ 「立志式」のイメージで，卒業を控えたこの時期に将来への見通しを立てさせる。

（もとめる）

・ これからの人生において，よりどころとなる「誓い」を立て，集団や社会の一員と

しての自覚を深める機会とする。（かかわる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（３時間扱い）

１ 卒業に向けて感謝の気持ちを表す場が，２月に設定さ

れていることを確認する。

２ 趣旨を踏まえ，誰に伝えるか各自考える。

３ 感謝したい気持ちを作文にする。（原稿用紙１枚程度）

４ ３年生全体で士気を高め，これまで深めてきた友情の

総決算として１つの歌を披露することを確認し，練習す

る。

５ 全校生徒と３年保護者の前で誓人式を行う。

・ 学級ごとに壇上に上がり，一人一人感謝の気持ちを

発表する。

・ 最後に全員が壇上に上がり，卒業式とは違う歌を披

露する。

６ 誓人式を終えての感想を書き，廊下掲示をして，互い

の感想を知り，残り少ない学校生活を充実させようとい

う気持ちを新たにする。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 新たに設定した行事なので，自分たちが最初に一歩を踏み出し伝統を作り出していく

のだという責任のもとに取り組ませた。（平成２３年度は２月下旬に実施予定）

実践名：誓人式
領域：総合的な学習の時間（全学年）

※この実践事例は，美里町立小牛田中学校の取組です。

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例



- 42 -

◎ 実践を振り返って

成 果：ゲストのことを知っている生徒もおり，自分たちにより身近な存在としてとらえる

ことができた。身近な存在のゲストが，全国的に活躍していることを肌で感じ，夢の

実現に向かって努力した内容を生の声で聞き，大きな刺激を受けた生徒が多く見られ

た。

課 題：今回は，加美町の事業とのタイアップで開催したが，今後の継続については，予算

面での課題が残る。ゲストティーチャーの発掘や町の社会教育課との連携などが必要

となってくる。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年７月２０日（水）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 夢を抱いた経緯やその実現に向けて努力を積み重ねた結果が，現在の姿（職業や生活）

につながっていることに気付かせ，夢を持とうとする気持ちをはぐくむ。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（１時間扱い）

１ 開会 ２ 講師紹介

３ 演奏及び講話 中学校時代の夢と現在に至る経緯などを中心に話してもらう。

４ 質問コーナー ５ 校長先生の話 ６ お礼の言葉 ７ 閉会

※ 帰りの会で，コンサートを振り返り，感想を書く。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 生徒にとってより身近な存在である卒業生（先輩）を講師として迎え，生の演奏や話

を聞いた。卒業生から，夢を持つことの大切さやその実現のためには多くの努力の積み

重ねが必要なことを聞くために，場の設定を工夫した。

・ 考えを深めたり，夢を持つことの大切さを確認できるように，質問をする時間を設け

た。

実践名：バイオリンとギターのデュオコンサート

「先輩 広い世界を教えて下さい」
領域：学校行事

※この実践事例は，加美町立小野田中学校の取組です。

Ⅳ（２）領域にかかわる実践事例④

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ（２）領域にかかわる実践事例⑤

◎ 実践を振り返って
成 果：少年の主張全国大会出品作品（他校生作品）や読書感想文コンクール県入賞作品（本

校生徒作品）の朗読を聞き，生徒一人一人が自分の人生について考える時間を持つこ

とができた。これを機会に生徒一人一人が大きな「夢」を持ち，その夢の実現に向け

て学習や体験活動に意欲的に取り組む姿が見られるようになってきている。

課 題：具体的な「夢」を持てない生徒に対して，別な方向から夢をはぐくむ手立て，志を

高める手立てを講じる必要があると感じた。また，生徒が興味・関心を示す志教育に

関する書籍をどのように選択するかが，今後の課題である。

その他：① 朗読集会で取り上げた作品

・ ５月１７日 平成２２年度少年の主張全国大会宮城県代表作品「誓い」

・１１月３０日 読書感想文コンクール県入選作品（本校生徒２名の作品）

読書材 「夢をつなぐ山崎直子の四〇八八日」著者 山崎直子

「神様のカルテ」著者 夏川草介

② 関連した取組

今年度より空き教室を学習室として各学年に１教室ずつ配置し，その教室内に

各学年で目指す志教育に関する書籍を設置した。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年５月１７日（火）・１１月３０日（水）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）

・ 偉人や身近な人の生き方や考え方について知り，自分の夢と比べることにより，将来

の職業や自らの在り方・生き方について主体的に探求させる。（もとめる）

◎ 具体的な学習・活動の流れ（朝の会２０分扱い）

１ 国語科による企画。

２ 朗読する書籍（伝記など）の選出。

３ 朗読する生徒の人選（国語科から

の推薦）。

４ 職員への企画の周知（朝の職員打

合せ）。

５ 朗読集会実施。

６ 朗読集会についての反省・感想の集約（学期末の「生活

のまとめ」で）。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫

・ 自分の将来について考え，その将来の夢の実現に向けて努力する態度を養うために，

様々な人の生き方や考え方を全校生徒で知り，その生き方について話し合い，考えさせ

る。

・ 全職員で「授業づくり」をテーマに校内研究に取り組み，授業の中でも高い目標を持

ち，その目標の実現に向けて継続的に粘り強く取り組む生徒の育成に努める。

実践名：朗読集会
領域：生徒集会（全学年）

※この実践事例は，涌谷町立涌谷中学校の取組です。

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ（３）教科・領域にかかわる実践事例①

◎ 実践を振り返って

成 果：今回の合唱活動を行うことにより，集団や社会の中で，よりよい人間関係の構築が大切

であることを理解し，今までの自分たちの生活などを振り返るためには有効な手立てであ

った。振り返りカードは，他者を思いやる心や社会とのかかわりを改めて考えた生徒が多

く，効果的であった。

課 題：生徒の心の変容を一層詳細に把握するため，振り返りカードを更に吟味する必要がある。

古川北学校の伝統として，この取組を継続するためには，生徒会担当者や生徒会執行部と

の連携を図り，生徒会活動の一環として合唱練習などを行わせて，更なる合唱活動の充実

に努めたい。

その他：本校のみの取組にとどまらず，大崎市の各小・中学校で歌う環境を整え，陸上大会の開

会式や音楽祭で全員合唱することで，音楽を楽しむ環境作りを確立したい。歌を通して他

者との絆やよりよい人間関係の構築を図るとともに，被災を受けて苦しんでいる人や悲し

んでいる人の心を癒すための工夫もしていきたい。

◎ 実施期日（期間） 平成２３年１２月１５日（木）

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 「心ひとつに～夢と希望と決意をもって～」の合唱活動を通して，この曲が創られた
経緯を知るとともに，歌詞の大意を把握させることにより，他者との絆やよりよい人間
関係の構築の大切さを理解しながら表現させる。（かかわる）
・ 他者や地域とのつながりという視点で何ができるのかを考えさせ，自分たちの役割を
果たすことによって，自己有用感を高めさせる。（はたす）

◎ 具体的な学習・活動の流れ

１ 「心ひとつに～夢と希望と決意をもって～」の合唱練習をする。（音楽科）
・ この楽曲が創られた経緯と歌詞の大意を理解する。＜Ｈ２３，５（全学年）＞

・ パート練習及び全体練習をする。＜Ｈ２３．５～Ｈ２３．７（全学年）＞

２ いろいろな場面で「心ひとつに～夢と希望と決意をもって～」披露する。（総合）

・ 古川東中２年生とのお別れ式で，震災の影響で同じ学舎でともに過ごしたことを懐か

しみ，学び合った友達のよさを認め合いながら合唱を披露する。＜Ｈ２３．７．１９（全

学年)＞

・ 老人ホーム（寿楽苑）への慰問活動で，手作りプレゼントを贈るとともに，合唱を披

露する。＜Ｈ２３．１２．１５（１学年）＞

３ 振り返り活動をする。（総合）

・ これまでの合唱活動等を通して，感じたことを振り返り，今後の生活に生かす。＜Ｈ

２３．１２（全学年）＞

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 人生をどのように歩み，社会貢献にかかわる目標や志を高めさせるために，日々の生
活を精一杯生き，確実に一歩ずつ前進するとともに，他者とのかかわりを大切にすると
いう，この曲が創られた経緯を十分理解させて，取り組ませる。
・ 合唱活動を通して感じたことや考えたことを振り返りカードに記入させ，今後の自分
の生活に生かさせる。

実践名：合唱活動を通して，他者とのつながりを考える
教科・領域：音楽科・総合的な学習の時間による横断的な指導

※この実践事例は，大崎市立古川北中学校の取組です。

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例

【「心ひとつに～夢と希望と決意を
もって～」を創った経緯】
この曲を創った経緯は，大きく２

つある。１つ目は，今回の東日本大
震災で被災した人たちの心を少しで
も癒してもらうためである。親族を
亡くされた方や仕事や家屋を無くさ
れた方などが，この曲を聴いたり，
実際に歌ったりすることで，前向き
に生きることの一助になればと考え
たためである。２つ目は，残された
私たちは，この世に生かされている
ということを再認識し，今すべきこ
とをしっかり行うなど，日々の生活
を精一杯生きるとともに，他者との
かかわりを大切にして，協力し合い
ながら，確実に一歩ずつ前進しなけ
ればならいと感じたからである。
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Ⅳ（４）学校だよりの参考事例①

色麻町立色麻中学校 学校だより

「 い ち ょ う 」

◎ 学校だよりの特徴

・ １２月号は「将来はこうありたい」というタイトルで立志式の特集を組んでいる。元

Ｊリーガーの 京谷 和幸 さん の講話や２年生の「私たちの夢・決意」の発表の様子が

伝えられている。また，１・３年生への感謝のコメントも載せられ，学校全体としての

取組であることが伝わってくる。

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ（５）学校要覧の参考事例①

◎ 学校要覧の特徴

・ 「平成２３年度の重点努力目標」のⅠ～Ⅳ全てが，志教育の３つの視点や志教育の推

進と関連させて設定してある。その上で「生徒主体」「確かな学力」「自己実現」等のキ

ーワードを示し，自校化を図っている。

大崎市立古川北学校

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例
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Ⅳ（５）学校要覧の参考事例②

◎ 学校要覧の特徴

・ 「学校教育目標」を受け，「志教育の目標」を設定し，それらを受けて「重点努力事

項」を設定してる。学校としての志教育の位置付けが明確であり，構造的な経営方針と

なっている。

美里町立南郷中学校

Ⅳ 大崎地区中学校の実践事例



Ⅴ 志教育実践モデルについて

（１） 北部教育事務所作成の実践モデル
① 小学校 第２学年 生活科

② 小学校 第４学年 総合的な学習の時間

③ 小学校 第４学年 音楽科

④ 中学校 全 学 年 生徒会活動

（２） 志教育の視点からの学習活動の評価例
① 児童生徒の自己評価に志教育の視点からの

項目を盛り込む例

② 教師側の志教育の視点からの振り返り例

涌谷町立涌谷中学校
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Ⅴ（１） 実践モデル①

【実践のポイント】

・ 小学校第２学年生活科を志教育の視点からとらえた実践例である。具体的には，小学

校学習指導要領解説編生活科の内容（９）「自分自身の成長を振り返り，多くの人々の

支えにより自分が大きくなったこと，自分でできるようになったこと，役割が増えたこ

となどが分かり，これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもつとと

もに，これからの成長への願いをもって，意欲的に生活することができるようにする。」

の下線部 を志教育と関連させた授業を構想した。

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 自分ができるようになったことを工夫して発表させるとともに，友達と努力や

頑張りを認め合えるようにする。

◎ 内容 （生活科 ２時間扱い）

１ 自分ができるようになったことをグループごとに友達と発表し合う。

○ 自分ができるようになったことを工夫して表現し，互いに見合う。

・ 自分ができるようになったことを実演したり，写真や作品を使っ

たりして友達に伝えさせる。

・ 教師が個々の成長ぶりやよさを認めるとともに，友達の成長ぶり

やよさにも目を向けるよう声がけをする。

２ 発表を聞いて気付いた友達のよさをカードに書いて教え合う。

○ 「えらいね，すごいねカード」に書いた内容をグループ内で紹介し合う。

・ グループ内の全員について「えらいね，すごいねカード」を書かせる。

・ カードの内容を紹介しながら手渡すように声がけし，互いの成長を喜び

合えるようにする。

３ 活動の振り返りをする。

○ 友達からの「えらいね，すごいねカード」を見て，自分が気付かなかった

よさや，うれしかったことなど感想を発表する。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 自分ができるようになったことを発表し合ったり，「えらいね，すごいねカード」

で友達のよさを教え合ったりする活動を通して，お互いの成長を知り，努力や頑

張りを認め合う。

実践名：できるようになったことをおしえあおう
対象：小学校第２学年 教科・領域等：生活科

Ⅴ 志教育実践モデルについて
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Ⅴ（１） 実践モデル②

【実践のポイント】

・ 小学校第４学年総合的な学習の時間を志教育の視点からとらえた実践例である。

志教育の視点「かかわる」「もとめる」との関連をより意識させるために「自分史（こ

れまでの１０年・これからの１０年）」と招待状作成という手立てを取り入れた授業を

構想した。

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 「１／２成人式」へ向けての「自分史（今までの１０年・これからの１０年）」

作りを通して，将来への夢や希望を抱かせる。

◎ 内容 （総合的な学習の時間 ８時間扱い）

１ 「１／２成人式」について知る。

○ 「１／２成人式」の概要や「自分史（これまでの１０年・これからの１０

年）」の内容を確認する。

２ 「自分史（これまでの１０年・これからの１０年）」を作成する。（もとめる）

○ 今までの自分を振り返り，これからの自分をイメージする。

・ 第１部：今までの自分（頑張った思い出），第２部：これからの自分（将

来への夢や希望）の２部構成にする。

３ 招待状を作る。

○ 「１／２成人式」に招待したい人を考え，相手に合った内容で作成する。

４ 「１／２成人式」を行う。（かかわる・もとめる）

○ 「自分史（これまでの１０年・これからの１０年）」を基に，全員が将来

への夢や希望を発表する。

・ 発表原稿は６００字程度にまとめさせる。

・ 「自分史」は，会場壁面に掲示し，参加者全員に読んでもらえるように

しておく。

５ 「１／２成人式」を振り返る。（かかわる・もとめる）

○ 学んだことを「自分史（これまでの１０年・これからの１０年）」の「２０

△△年 １／２成人式」の欄に記入する。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 過去・未来をつなぐ自分史作りを通して，自分自身や自分を支えてくれている

人について改めて考えさせるとともに，将来への夢や希望を抱かせる。

実践名：１／２成人式をしよう
対象：小学校第４学年 教科・領域等：総合的な学習の時間

Ⅴ 志教育実践モデルについて
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Ⅴ（１） 実践モデル③

【実践のポイント】

・ 小学校第４学年音楽科の授業を志教育の視点からとらえた実践例である。

打楽器の音を合わせて演奏を作り上げる過程で，グループ内，グループ相互で「かか

わる」，テーマに合ったよりよい演奏「もとめる」，グループ内での自分の役割を「はた

す」ことになる。志教育の３つの視点全てを取り入れた授業を構想した。

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 自分の好きなことや興味を持ったことに進んで取り組ませる。

◎ 内容 （音楽科 ２時間扱い）

１ いろいろな打楽器の音色の違いを感じ取る。

○ いろいろな打楽器を鳴らして聴き比べる。

・ 自分の好きな音，興味を持った音について学習カードに記入させる。

２ グループごとに，おもしろい音の組み合わせになるように話し合う。

○ グループごとに「お祭り」や「星の世界」等のテーマを考え，そのテーマ

に合う打楽器の組み合わせを工夫する。

・ 自分たちのテーマを表現するために，打楽器の材質の違い，音の強さに

よる違いなどを意識させ，音を確かめさせる。よりよいものを追求してい

く姿勢を培う。

・ 打楽器を鳴らす分担と順番を決めさせる。

・ 図形楽譜等にまとめさせ，練習させる。

３ 中間発表会をする。

○ テーマに合わせて好きな音，興味を持った音を組み合わせて演奏する。

・ 他のグループの演奏について感想を発表させる。

４ 感想をもとに自分たちの演奏を振り返り，練習し，発表会をする。

○ よりテーマに合った演奏を工夫して発表する。

・ 自他の演奏の比較や感想など，肯定的な振り返りをさせ，自分たちのよ

さに目を向けさせる。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 好きな音や興味のある音をもとに，グループごとに設定したイメージに合った

音づくりに取り組むことを通して，よりよいものをつくる喜びを味わわせる。

実践名：いろいろな音色を感じ取ろう
対象：小学校第４学年 教科・領域等：音楽科

Ⅴ 志教育実践モデルについて
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Ⅴ（１） 実践モデル④

【実践のポイント】

・ 中学校の生徒会活動を志教育の視点から捉えた実践例である。

志教育の「かかわる」「はたす」の視点と関連させるために，従来の奉仕活動を

見直し，新たに「地域社会を意識し，生徒自らに活動場所を選定させること」「清

掃した場所の管理者等からのメッセージをもらい，生徒に伝えること」の２点を加

えた。

◎ 志教育にかかわるねらい（ かかわる ・ もとめる ・ はたす ）
・ 自分と地域社会とのかかわりに目を向けさせるとともに，自分が貢献できたと

いう実感を味わえるようにする。

◎ 内容 （５月・10月各２時間 まとめ１時間 計５時間扱い）

１ 生徒会役員と委員会，学年代表委員が，学年ごとの清掃活動場所の候補

地を話し合い，生徒会役員が所轄部署と連絡調整を行い決定する。

○ 自分の生活している地域を意識し，清掃する公共の場所を考える。

・ 教師側の安全確認を前提とする。

２ ５月・１０月の２回「クリーンアップ作戦」を実施する。

○ 道路・駅・公園・公民館周辺等，場所に応じた清掃計画を学年ごとに作成

し，実践する。

・ グループ単位で活動に取り組ませる。事前にグループの目標を決め，事

後に振り返りをさせる。環境の改善や互いのよさに目を向けさせる。

３ 活動のまとめをする。

○ 清掃した場所の管理者等（ＪＲ職員や自治会長）からのメッセージを聞く。

○ 自分の気持ちや環境の改善等，１回目と２回目の違いを考える。

・ まとめの視点を明確にすることにより，自分の成長に気付かせる。

◎ 指導のポイントや手立ての工夫
・ 生徒会の自治活動を通して，生徒自らに地域社会とのかかわりについて気付か

せる。また，清掃した場所の管理者等からのメッセージを知らせ，自分たちの活

動が，地域社会に貢献したことを実感させる。

実践名：学区内クリーンアップ作戦
対象：中学校全学年 教科・領域等：生徒会活動

Ⅴ 志教育実践モデルについて
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Ⅴ（２）志教育の視点からの学習活動の評価例①

◎ ポイント

・ 鑑賞文を作成した後で，鑑賞文と振り返りカードをセットにしてグループ内で回覧す

る鑑賞会を行う。その後「☆ 他の人の鑑賞文や振り返りカードを読んで考えたこと」

の欄を書かせることによって，生き方についての考えを深めさせる。

授業実践モデル
中学校第２学年 国語科

単元名 読書の幅を広げよう 「父のようにはなりたくない」

＜本時のねらい＞

○ 吾郎の言葉「要は，どんなやり方を選ぶかさ。」について，話合いを通して自

分の考えを深め，400～600字程度の作文を書くことができる。

【志教育の視点】（もとめる）

・ 吾郎の言葉や題名について考えさせることを通して，自分の生き方について考

えを深めさせる。

（「みやぎの志教育推進 授業や活動のヒント集１」平成２３年５月 宮城県教育委員会 Ｐ４５）

振り返りカード

鑑賞文：「父のようにはなりたくない」について

２年 組 氏名

☆ 自分の鑑賞文のポイント

① 描かれている親子の姿，会話から考えたこと

② 自分の経験に基づいて考えたこと

☆ 他の人の鑑賞文や振り返りカードを読んで考えたこと

児童生徒の自己評価に志教育の視点からの項目を盛り込む例

Ⅴ 志育実践モデルについて
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Ⅴ（２）志教育の視点からの学習活動の評価例②

◎ ポイント

・ 従来の教師用の実践記録のねらい（１）（２）に，（３）「役割や責任の自覚」を加え

たものである。（３）に係る評価や自由記述のまとめは別に集約し，志教育の記録とし

て保存していく。

教師側の志教育の視点からの振り返り例

授業実践モデル
小学校第６学年 総合的な学習の時間

単元名 花いっぱい作戦

＜本時のねらい＞

○ 自分たちで栽培した花のプランターを「花いっぱい作戦」として地域に設置す

る活動を通して，人のために役立つ喜びを体験する。

【志教育の視点】（かかわる・はたす）

・ 地域とのかかわりの中で社会性をはぐくむ。

・ 「花いっぱい作戦」を通して自分の役割や責任を自覚させる。

（「みやぎの志教育推進 授業や活動のヒント集１」平成２３年５月 宮城県教育委員会 Ｐ２７）

第６学年総合的な学習の時間「花いっぱい作戦」実践記録

１ ねらい

(1) 地域と自分とのかかわりについて考えを深めさせる。

【 評 価： ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 】

自由記述

(2) 「花いっぱい作戦」の内容を工夫し，実施計画を作成させる。

【 評 価： ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 】

自由記述

(3) 「花いっぱい作戦」を通して，自分の役割や責任を自覚させる。

【 評 価： ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 】

自由記述

Ⅴ 志教育実践モデルについて



Ｎｏ 市町村名 小学校名 教科・領域等 内　　　　　　容

1 大崎市 古川第一小学校 総合（４年） パワーアップ探検隊

2 大崎市 古川第二小学校 総合（６年） 伝えよう　みんなの心（福祉）

3 大崎市 西古川小学校 ①学級活動（１・２年）②生活科・総合（全学年） ①花いっぱい運動②保柳神楽を踊ろう

4 大崎市 宮沢小学校 ①総合（５年）②総合（４年） ①化女沼美化活動②１／２成人式

5 大崎市 東大崎小学校 国語（全学年） 朗読発表会

6 大崎市 富永小学校 ①理科（５年）②社会（５年） ①人のたんじょう②わたしたちの生活と工業生産

7 大崎市 清滝小学校 総合（６年） ホタルの里を守ろう

8 大崎市 古川第三小学校 総合（６年） 仕事を実際に体験しよう（職場体験）

9 大崎市 高倉小学校 総合 田植え踊り

10 大崎市 古川第四小学校 総合（６年） ふるさと日本に目を向けて

11 大崎市 古川第五小学校 ①道徳（１年）②朝会 ①お年寄りとのふれあい②さわやかあいさつさん

12 大崎市 松山小学校 ①総合（４年）②総合（３年）③総合（４～６年） ①福祉体験学習②就労体験学習③金津流松山獅子躍

13 大崎市 三本木小学校 朝読書（全校） 朝読書

14 大崎市 鹿島台小学校 特別活動（６年） たてわり朝会・たてわり清掃

15 大崎市 鹿島台第二小学校 社会（５年） 自動車を作る工業

16 大崎市 西大崎小学校 学級活動（６年） 運動会を振り返って考えよう

17 大崎市 上野目小学校 生活科・総合（全学年） 竹の子祭り

18 大崎市 川渡小学校 学校行事（全校） 花いっぱい作戦

19 大崎市 鬼首小学校 ①校長先生の話②総合（３・４年） ①「みんなの夢と目標」②鬼首うまいものさがし

20 大崎市 田尻小学校 総合（６年） ふるさとを知ろう

21 大崎市 沼部小学校 児童会活動（全学年） あおばフェスティバル

22 大崎市 大貫小学校 学校行事・児童会（全学年） 加護坊山遠足

23 加美町 広原小学校 総合（３・４年） 歌声を届けよう

24 加美町 鳴瀬小学校 総合（４～６年） 民泊体験学習

25 加美町 東小野田小学校 児童会活動（全学年） 東小まつり

26 加美町 西小野田小学校 朝の会・帰りの会（全学年） １分間スピーチをしよう

27 加美町 宮崎小学校 ①特別活動（５・６年）②学校行事 ①健康出前講座②朝会校長先生の話

28 加美町 旭小学校 道徳（４年） 「いつかにじをかける」

29 色麻町 色麻小学校 ①学級活動（６年）②学級活動（６年） ①中学校の先輩から学ぼう：卒業式・合唱コンクール②先輩と一緒に走ろう

30 色麻町 清水小学校 総合（６年） 仕事と生き方について

31 涌谷町 涌谷第一小学校 学級活動（６年） 花いっぱい運動

32 涌谷町 箟岳小学校 創意（全学年） ＡＬＴによる国際理解学習

33 涌谷町 小里小学校 総合（４～６年） 先輩に学ぼう

34 涌谷町 月将館小学校 児童会活動（全学年） ふるさと交流会

35 美里町 小牛田小学校 ①総合（６年）②総合（４年）③総合・児童会（３年）④生活科（２年） ①自分探しの旅②地域の中で生きる③遊びを広げよう④みんなでつくろうフェスティバル

36 美里町 不動堂小学校 ①総合②総合（５年） ①福祉体験活動を通して②めざせ！イネ博士

37 美里町 北浦小学校 総合（３年） 梨売り体験

38 美里町 中埣小学校 総合 水田や畑の作物の世話と収穫をしよう

39 美里町 青生小学校 ①学校行事②総合（３年）③総合（３～６年） ①朝会校長先生の話②お年寄りと交流しよう③夢をもとう

40 美里町 南郷小学校 総合（５年） 「ふるさと発見」米作り

Ｎｏ 市町村名 中学校名 教科・領域等 内　　　　　　容

1 大崎市 古川中学校 総合（１年） 仲間づくりをしよう（ＰＡ）

2 大崎市 鹿島台中学校 総合 ふれあい交流会「生命を考える」

3 大崎市 岩出山中学校 ①総合（３年）②全校集会 ①修学旅行での岩出山ＰＲ②教師による講話や特技の披露

4 大崎市 鳴子中学校 総合（２年） １４歳の決意

5 大崎市 田尻中学校 総合（２年） 職場体験学習

6 加美町 中新田中学校 道徳（全校） 「凧は逆風の中で揚がる」（社会人による出前講座）

7 美里町 不動堂中学校 総合（２年） 不中生による学校説明

8 美里町 南郷中学校 総合（２年） 立志を祝う会

＜参考資料＞　　　　　　　　　        「志教育実践事例」一覧

※「志教育実践事例集」で紹介した実践は，一覧には掲載しておりません。

－56－ 



宮城県北部教育事務所

「志教育実践事例集」

（平成２４年２月）

表紙写真 美里町立小牛田中学校

背表紙写真 涌谷町立箟岳小学校




	表紙
	目次
	発刊にあたって
	全体計画表紙
	全体計画作成のポイント
	計画例　西大崎小1
	計画例　西大崎小2
	計画例　不動堂小1
	計画例　不動堂小2
	計画例　川渡小
	計画例　鳴子中
	計画例　鹿島台中
	年間指導計画表紙
	年間指導計画作成のポイント
	計画例　長岡小1
	計画例　長岡小2
	計画例　古川中1
	計画例　古川中2
	計画例　古川中3
	大崎地区小学校の実践事例表紙
	教科にかかわる実践事例①
	教科にかかわる実践事例②
	教科にかかわる実践事例③
	教科にかかわる実践事例④
	領域にかかわる実践事例①
	領域にかかわる実践事例②-1
	領域にかかわる実践事例②-2
	領域にかかわる実践事例③
	領域にかかわる実践事例④
	その他の教育活動にかかわる実践事例①-1
	その他の教育活動にかかわる実践事例①-2
	その他の教育活動にかかわる実践事例②
	その他の教育活動にかかわる実践事例③
	校内研修にかかわる実践事例①
	志教育の取組にかかわる実践事例①-1
	志教育の取組にかかわる実践事例①-2
	学校だよりの参考事例①-1
	学校だよりの参考事例①-2
	学校だよりの参考事例②-1
	学校だよりの参考事例②-2
	学校要覧の参考事例①
	学校要覧の参考事例②
	大崎地区中学校の実践事例表紙
	教科にかかわる実践事例①
	領域にかかわる実践事例①
	領域にかかわる実践事例②
	領域にかかわる実践事例③
	領域にかかわる実践事例④
	領域にかかわる実践事例⑤
	教科・領域にかかわる実践事例①-1
	教科・領域にかかわる実践事例①-2
	教科・領域にかかわる実践事例①-3
	学校だよりの参考事例①
	学校要覧の参考事例①
	学校要覧の参考事例②
	実践モデル表紙
	実践モデル①
	実践モデル②
	実践モデル③
	実践モデル④
	志教育の視点からの学習活動の評価例①
	志教育の視点からの学習活動の評価例②
	志教育実践事例一覧
	奥付
	裏表紙

